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   Four patients (2 with renal cell carcinoma, 1 with testicular embryonal carcinoma, 1 with testicular 
seminoma) underwent surgical resection for pulmonary metastases. Three patients except one with 
renal cell carcinoma are still alive without disease at 1, 2.3 and 2.3 years, respectively. 
   Surgical resection of metastatic pulmonary sarcoma or carcinoma is now the accepted method of 
treatment. As chemo- and radio-therapy are often ineffective  for metastatic genitourinary cancers, our 
current policy is to employ surgical treatment provided that the operability is assessed carefully. 













覧 す る とと もに,こ の 方法 の有 用 性,適 用 の仕 方 に つ
い て若 干 の考 察 を 加 え た.
症 例
症例1.68歳,男 性.左 腎細 胞 癌
1982年9月16日当科 入 院.術 前 す でに右 下 肺野 に 転
移 巣 が認 め られ た(Fig.1).9月27日 左 根 治的 腎摘
除 術施 行.病 理 所 見 はadenocarcinoma(clearcell
type)で,被膜 を こえ ず,ま た腎 茎 部 リ ンパ 節 に も転
移 を認 め なか った.
術後,肺 転 移 巣 に 対 してvinblastinとbleomycin
とに よる 化学 療 法 を 施 行 した が若 干 の縮 小 を 認 め た の


































症 例2.64歳,男 性.右 腎 細胞 癌
1975年12月市 立 旭 川 病 院 泌 尿器 科 に て 右 根 治的 腎摘
除 術 施 行.そ の 後経 過 良 好 で あ った が,1980年7月 よ
り右 下 肺 野 にcoinlesionが認 め られ た(Fig.2)
同 内科 で 擦過 診 をお こな った所,clcarcellと思 わ れ
る悪性 細 胞 を 認 め,腎 癌 の肺 転 移 と考 え られ,当 院 第
1外科 入 院 し,1981年10月15日右下 葉 切除 術 が 施 行 さ








症 例3.32歳,男 性.右 睾丸embryonalcarcinoma
1980年4月22日,旭川 厚 生 病 院 泌 尿器 科 に て右 高 位
除 睾 術 施 行.病 理 所 見 はembryonalcarcinomaで,
AFP,HCGと もに 高 値 で あ った.胸 部 写 真 上 は 問題
な か った.
術 後 当科 入 院 と な り,vinblastin,bleomycin,ac-
tinomycin-Dを2日間 投 与 後,1980年5月12日 後 腹
膜 リンパ 郭清 術 施 行.病 理 検査 の結 果 転 移 は 認 め られ
ず,ま た こ の間AFP,HCGと もに 正 常範 囲 内 とな
って い る.
以 後actinomycin-Dによる 化学 療 法 を2ヵ 月 ご と


















3回,3ヵ 月 ご と2回 施行 した が,i981年7月 の胸 部
断層 写 真 で 右 下 肺 野 に 転 移 と思 われ る 陰 影 を 認 め た
(Fig.3A).この 転 移巣 に 対 して1981年7月 か ら9月
にか け てcisplatin,vinblastin,bleomycinによる
化 学療 法 を 施 行 し,転 移 巣 は 断 層 写 真上 ほ とん ど確 認
しが た い ほ ど の縮 小 を示 したが(Fig.3B),CTでは
あ ぎ らか な残 存 を 認 め た(Fig.3c)・この時 点 で他 に
転 移 を 思わ せ る所 見 は な く,さ らに 根 治 を 目的 と して
1981年II月5日当 院 第1外 科 に て右 下 葉 切 除術 施 行.
切 除 肺 に は4.5×4×2.5cmの腫 瘍 が 認 め られ,病 理
所 見 は未 分 化 なembryonalcarcinomaで,縦隔 リ
ンパ節 へ の転 移 は 認 め られ なか った.術 後vinblastin
lOmgの 投 与 を1ヵ 月 ご と1年 間 お こな い,そ の後
経 過 観 察 して い るが,2年3ヵ 月 後 の 現在 ま で新 たな
転 移 は 認 め られ て い な い.
症 例4.62歳,男 性.右 睾丸seminoma
1975年8月,旭 川市 内某 医 院 に て 右 除 睾術 施 行.
病理 はseminomaで あ っ たが,そ の後 放 置 され て い


















Fig.4.症例4:胸 部単純写真.A;未 治療時.多発性の転移を認める(矢 印).B;当
科入院時.右 下肺野にのみ転移巣が認められる(矢印).C;右 上肺野に再発を
認めた(矢 印).D;Cと同じ部位に再発を認めた(矢 印).
内科 受 診 胸 部 写 真上 多 発 性 転 移 が 認 め られ(Fig.
4A),その 後1980年10月までactinomycin-D,vincri-
stine,endoxanによ る化学 療 法 お よび 放 射線 療 法 を 施
行 され たが,完 全 寛 解 が得 られ ず,当 科 紹 介 され1980
年12月1日 当科 入 院 とな った.
当科 入 院 時 に 見 られ た右 下 肺 野 の 転移 巣(Fig.4B)
に 対 し区域 照 射 を お こな ったが,完 全 に は 消失 せ ず,
また 放 射線 に よ る と思わ れ る呼 吸 機 能 障 害 も起 きた た
めcisplatin,vinblastinによ る化 学療 法 を1981年2
月 か ら4月 に 施 行.こ れ で 転移 巣 は ほ ぼ 消失 した.
しか し,1982年2月 に な って 再 発 を 認 め た た め
(Fig.4C),cisplatin,vinblastin,bleomycinによ る
化 学療 法 を施 行 し,再 び 転移 巣は 消 失 した.
そ の 後,10月に な って再 び 同 じ部 位 に 転 移 巣 が 現わ
れ(Fig.4D),cisplatinとvinblastin,さら に
actinomycin-D,vincristine,endoxanによ る化学
療 法 を 施 行 した が ほ とん ど効 果 な く,手 術 的 治療 をお
こ な うこ と と して,当 院 第1外 科 に て1983年2月15日
肺腫 瘍 核 出術 が 施 行 され た.そ の 病理 所 見 はsemi-
nomaで あ った.術 後 現 在 まで1年 経過 したが,再
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因子として,1側 の 肺をすべて切除しなければ なら















































































































5)塩 沢 正 俊 ・石 川 創 二 ・石 原 恒 夫 ・尾 形 利 郎 ・於 保
健 吉 ・大 畑 正 昭 ・小 山 明 ・沢 田 勤 也 ・未 舛 恵 一
・中 川 健 ・堀 江 昌 平 ・山 口 豊 ・吉 村 敬 三:転
移 性 肺 腫 瘍 の 外 科 治 療 に 関 す る 研 究.癌 の 臨 床
25:939～948,1979
6)CalleryGD,HolmesEC,VernonS,Huth
J,CoulsonWFandSkinnerDG;Resection
ofpulm・narymetastasesfr・mnonseminoma-
toustesticulartumors.Cancer51=王152～Ii58,
1983
7)deKernionJB,RammingKPandsmithR
B:Naturalhistoryofmetastaticrenalcel1
carcinoma.Juro1120:148～152,1978
8)cowlesRs,JohnsonDEandMcMurtreyM
J:Longtermresultsfollowingthoracotomy
formetastaticbladdercancer.Urology.20:
390～392,1982
9)JosephwL,MortonDL,andAdkinsP(】:
Prognosticsignificanceoftumordoubling
timeinevaiuatingoperabilityinpulmonary
metastaticdisease.JThoracCardiovasc
Surg61:23～32,1971
(1984年3月23日 受 付)
